
1.次世代育成──未来をひらく、地域の子育て！

項目

1

・核家族化が進み、子育て中の母親が相談相手も
なく、育児不安に陥っているケースが少なくあり
ません。そこで、「子育て県民会議」を設け、小
学校区・中学校区という小さな地域社会の真ん中
に子どもを置き、みんなで育て、守っていくとい
う運動を展開します。また、地域の幼稚園教育の
充実をはかるとともに、県内すべての保育所など
の施設を「地域子育て支援センター」として整
備・内容強化します。

Ｂ

・「子育て県民会議」については、「子育て地域協議
会」、「子育て地域会議」等を設置し、地域社会全体で子
どもを育て、守っていく運動を展開しています。
・補助金（子育て支援活動推進事業・私立学校経常費補
助）を増額しましたが、19年度の子育支援活動推進事業は
当初見込みの８割以上にはなりませんでした。
・「地域子育て支援センター」については、県内のすべて
の保育所が子育て支援の拠点となるよう整備・内容を強化
した結果、19年度末で466か所となりました。

2

・隣近所の人たち、地域サークル、商店、学校、
医療機関、企業、社会福祉協議会、老人クラブ、
ＮＰＯ法人などと連携し、地域全体で子育てをす
る「新しい地域社会」づくりをすすめるため、可
能な限りの施策を総合的に展開します。

Ｂ

・NPO法人等と連携し、地域全体で子育てをするため、
「子育て地域協議会」、「子育て地域会議」等を設置し
て、可能な限りの施策を総合的に努めました。
・また、子どもがつくる冒険広場の設置を進めるため、
まっ白い広場（プレーパーク）の設置を支援しています。

3

・学童保育・放課後児童クラブの機能を持つセン
ター、保育所や保育園を活用した「ミニ学童クラ
ブ」、子どもがつくる冒険広場の設置を進めま
す。

Ｂ

・学童保育・放課後児童クラブの機能を持つセンター、保
育所や保育園を活用した「ミニ学童クラブ」の設置を進め
た結果、20年5月現在で516か所設置されています。
・子どもがつくる冒険広場の設置を進めるため、まっ白い
広場（プレーパーク）の設置を支援しています。

4

・出産・育児のために退職した女性の再就職を支
援するための「子育てお母さん再就職支援セン
ター」を設置し、これまでの仕事の考え方を越え
た地域生活サービス企業やＮＰＯへの就業など、
働き方を提案します。

Ａ

・18年7月に「子育てお母さん再就職センター」を設置し
て、女性の再チャレンジを支援する「グループワーキン
グ」や各種セミナー講座を開催し、働き方を提案していま
す。
・また、ちば女性チャレンジサイトを開設し、再就職に向
けた情報提供に努めています。

5

・父親も母親も、育児休業が取りやすい環境づく
りをすすめ、育児休業取得率の奨励目標を設定
し、すべての事業所が子育て支援行動計画を決
め、実行できるよう、多様な勤務形態を開発・普
及します。

Ｃ

・育児休業取得率の奨励目標の設定については経済界との
調整が整わず、設定できませんでした。
・しかし、仕事と子育ての両立支援を積極的に取り組んで
いる会社を広く紹介するなど、平成17年度から「社員いき
いき！元気な会社」宣言企業の登録推進により、多様な勤
務形態の普及に貢献しています。

6

・未来を担う子どもたちを育成していくため、宝
くじの収益金と県民からの寄付金をもとに、次世
代育成支援のための基金を確保し、県民が子育て
に応援できる仕組みをつくります。

Ｃ

・17年から民間の委員を含む「子育て県民基金(財源の確
保)研究会」で検討した結果、早期の基金の設立は見送り
となりました。
・しかし、基金確保のための方策をまとめ、実施に向け取
り組んでいます。

整
理
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千葉の改革三本柱と１２の施策

○家庭と仕事が両立する環境を整備します。

○地域全体で子育てする施策を実施します。

施策１　子育て家庭を応援します－子どもの笑い声があふれる地域をつくろう

取組状況
評
価


